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十比 1 

評

・
紹

介

安

冨

歩

著

「
満
洲
園

」
の
金
融

英

夫

ト
爪
ド

ト
介

1

安
冨
氏
の
研
究
に
は
か
ね
が
ね
注
目
し
て
い
た
。
金
融
問
題
の
専
門
家
の
鋭

い
眼
を
持
っ
て
「
満
洲
図
」
の
シ
ス
テ
ム
を
分
析
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
新
し
い

視
角
が
展
開
さ
れ
る
か
、
が
繁
し
み
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
読
し
た
印
象
を
述
べ
れ
ば
、
満
洲
圏
内
の
「
貨
幣
の
流
れ
」
の
賃
設
面
で

の
詰
め
は
本
書
を
通
じ
て
か
な
り
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
著
者
が
い

う
よ
う
に
満
洲
中
央
銀
行
や
そ
の
他
の
銀
行
、
満
洲
重
工
業
関
裂
と
い
っ
た
在

尚
主
要
機
関
の
財
務
デ
ー
タ
を
基
礎
と
し
た
数
量
的
廃
理
は
本
書
の
特
徴
の
一

つ
だ
か
ら
で
あ
る
(
〈
三

ペ
ー
ジ
)
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
財
務
デ
ー
タ
庭
理

は
、
最
近
の
新
し
い
研
究
潮
流
と
言
え
る
し
、
本
書
の
上
谷
・
本
文
、
下
谷

・

幽
表
と
い
う
構
成
は
そ
の
特
徴
を
除
す
こ
と
な
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
恐
ら
く
今
後
は
こ
う
し
た
類
の
研
究
業
績
が
抽
唱
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
近
未
来
を
橡
測
す
る
よ
う
な
研
究
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。

と
ま
れ
、
以
下
本
書
の
内
容
を
関
車
に
紹
介
し
、

そ
の
後
本
書
の
積
極
的
側

面
と
問
題
黙
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
本
書
の
概
要
に
つ
い
て
。

序
章

「
満
洲
園
」
成
立
以
前
|
日
露
戦
争
前
後
か
ら
満
洲
中
央
銀
行
設
立
ま

で

は

、
日
露
戟
64
か
ら
満
洲
閣
に
中
央
銀
行
が
設
立
さ

れ
る
ま
で
の
日
本

側
、
中
園
側
、
欧
米
側
の
金
融
機
関
の
満
洲
で
の
活
動
と
こ
う
し
た
「
満
洲

園
」
成
立
以
前
の
満
洲
経
済
を
検
討
し
た
石
田
輿
卒
、
松
野
修
治
ら
の
分
析
モ

デ
ル

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
満
州
事
後
前
の
上
海

・
大
連
、
大
連

・ハ

ル

ヒ
ン
閲
の
魚
替
取
引
き
を
勅
に
し
た
日
本
の
金
融
機
関
の
活
動
と
満
洲
事
幾
後

の
努
化
、
満
洲
中
央
銀
行
の
成
立
ま
で
の
過
程
を
素
描
し
て
い
る
。
従
来
の
研

究
史
を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
い
る
黙
は
許
債
で
き
る
が
、
本
書
に
と
っ

て
重
要

な
概
念
に
つ
い
て
は
、
よ
り
丁
容
J

な
解
説
が
欲
し
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
新
式

銀
行
」
「
奮
式
A
F
J
融
機
関
」
な
ど
(
一
四
ペ
ー
ジ
)
。

「
新
式
」
「
醤
式
」
と

は
何
を
基
準
に
分
類
し
て
い
る
の
か
。
五
二
頁
で
は
世
間
洲
中
銀
の
「
新
し
さ
」

の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
が
、
醤
来
の
銀
行
や
金
融
機
関
に
関
し
て
も
同
様
の

説
明
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
「
近
代
化
」
と
い
う
概
念

も
大
須
重
い
も
の
だ
が
、
著
者
な
り
の
積
極
的
規
定
が
欲
し
か
っ
た
。

-
「
満
洲
園
」

金
融
史
の
全
鐙
像
は

「
満
洲
圏
」
の

一
四
年
聞
を
五
期
に

分
け
て
貨
幣
融
資
史
の
観
熱
か
ら
時
期
的
特
徴
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一

期
は

一
九
三
二
年
か
ら
三
三
年
ま
で
の
第
一
夫
幣
制
統
一
期
で
、
中
央
銀
行
券

に
よ
る
銀
系
通
貨
の
統
一
期
に
該
賞
す
る
。
第
二
期
は
三
四
年
か
ら
三
七
年
ま

で
の
第
二
次
幣
制
統
一
期
で
、
い
わ
ゆ
る
「
圏
元
パ
l
」
を
貧
現
し
、
園
幣
に

よ
る
一
元
化
を
寅
現
、
固
，
フ
ロ
ッ
ク
の
一
員
と
な
る
時
期
で
あ
る
。
第
三
期
は

=一
八
年
か
ら
四

O
年
ま
で
の
修
正
五
カ
年
計
費
で
、
積
極
的
資
金
膨
張
期
に
該

賞
す
る
。
第
四
期
は
四
一
年
以
降
四
二
年
ま
で
の
「
閥
東
軍
特
別
演
習
」
以
降

の
金
融
引
締
め
期
で
あ
る
。
第
五
期
は
四
三
年
以
降
四
五
年
ま
で
の
時
期
で
、

通
貨
膨
張
期
に
該
賞
す
る
。
こ
の
時
期
通
貨
膨
張
と
は
裏
腹
に
閲
経
済
が
媛
大

し
、
「
満
洲
園
」
経
済
は
末
期
的
朕
況
に
陥
っ
て
い
く
。
本
垂
直
で
は

こ
の
時
期

区
分
に
し
た
が
っ
て
各
時
期
の
特
徴
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
用
語
に
つ
い
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て
一
言
コ
メ
ン
ト
す
れ
ば
、
「
関
東
軍
特
別
演
習
」
は
、
陸
軍
が
用
い
た
作
戦

上
の
隠
語
で
「
閥
東
軍
特
種
演
習
」
が
正
し
い
。

2

満
洲
中
央
銀
行
と
主
要
金
融
機
関
は
、
主
に
満
洲
中
銀
を
中
心
と
し
た

金
融
機
関
の
財
務
諸
表
に
基
づ
く
歎
量
分
析
に
あ
て
ら
れ
る
。
時
期
匡
分
は
、

前
述
し
た
1
「
満
洲
園
」
金
融
史
の
全
盛
像
と
同
じ
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
か

ら
一
九
四
五
年
ま
で
、
第
一
次
幣
制
統
て
第
二
次
幣
制
統
一
、
産
業
開
設
資

金
の
投
入
、

日
園
資
金
の
投
入
、
通
貨
債
値
維
持
の
放
棄
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

の
ト
ピ
ッ
ク
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
な
が
ら
、
財
務
諸
表
を
譲
み
込
む
か
た
ち
で
論

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
幣
制
統
一
か
ら
通
貨
債
値
維
持
へ
、
さ
ら
に
は
通

貨
債
値
維
持
か
ら
開
設
資
金
の
捻
出
へ
と
そ
の
課
題
を
移
し
て
い
っ
た
満
洲
の

金
融
機
関
は
最
後
に
極
端
な
資
金
供
給
の
膨
張
の
な
か
で
債
値
維
持
機
能
を
喪

失
し
て
い
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
あ
と
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
時

に
ま
た
中
園
系
金
融
機
関
の
排
除
、
朝
鮮
銀
行
の
排
除
、
そ
し
て
普
通
銀
行
業

務
か
ら
の
脱
却
と
い
う
過
程
を
随
伴
し
て
い
た
。
最
後
に
、
附
録
と
し
て
「
満

洲
中
央
銀
行
と
朝
鮮
銀
行
・
蔓
湾
銀
行
の
渡
券
準
備
制
度
の
比
較
」
「
満
洲
中

銀
の
普
通
銀
行
業
務
移
譲
に
つ
い
て
」
を
掲
げ
て
い
る
。

3
繍
業
の
資
金
調
達
と
資
金
投
入
は
「
満
洲
園
」
の
重
工
業
企
業
群
を
そ

の
傘
下
に
牧
め
た
持
株
舎
祉
満
業
(
満
洲
重
工
業
開
設
〉
の
軌
跡
を
財
務
諸
表

分
析
を
通
じ
た
資
金
の
流
れ
で
あ
と
さ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
二
章

と
は
異
な
り
三
七
年
暮
れ
か
ら
一
九
三
八
年
五
月
ま
で
を
設
立
期
、
三
八
年
五

月
か
ら
三
九
年
五
月
ま
で
を
修
正
五
カ
年
計
賓
の
寅
行
期
、
三
九
年
五
月
か
ら

四
一
年
五
月
ま
で
を
資
産
膨
張
期
、
四

一
年
五
月
か
ら
四
二
年
五
月
ま
で
を
資

金
難
と
日
本
関
係
の
資
産
の
寅
却
期
、
四
二
年
五
月
か
ら
四
四
年
一
一
月
ま
で

を
資
産
再
膨
張
期
、
そ
し
て
四
四
年
一
一
月
か
ら
四
五
年
の
「
満
洲
園
」
樹
嬢

ま
で
を
満
業
の
終
駕
期
と
位
置
づ
け
、
分
析
し
て
い
る
。
瀬
業
が
自
主
性
を
渡

揮
し
、
そ
の
存
在
意
義
を
輝
か
し
た
の
が
職
後
の
日
本
人
引
揚
時
の
活
躍
だ
っ

た
〈
一
七
九
ペ
ー
ジ
)
、
と
い
う
指
摘
は
改
め
て
満
業
を
ど
う
分
析
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
わ
れ
わ
れ
に
迫
る
結
論
で
あ
る
。

4

満
織
の
資
金
調
達
と
資
金
投
入
は
、
日
本
か
ら
の
資
金
禅
入
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
満
餓
に
光
を
あ
て
て
そ
の
資
金
の
流
れ
を
あ
と
e

つ
け
る
。
時

期
は
、
一
九
三

O
年
三
月
ま
で
の
満
洲
事
療
以
前
の
涌
銭
と
満
洲
事
出
演
後
の
瀬

鍛
に
分
割
さ
れ
る
。
本
書
の
主
題
で
あ
る
満
洲
事
出
演
後
の
滴
織
は
、
五
期
に
分

割
さ
れ
る
。
第
一
期
は
一
九
三

O
年
四
月
か
ら
一
一
一
一
一
一
年
一
一
一
月
ま
で
で
、
満
洲
事

幾
直
後
の
満
鍛
の
営
業
牧
支
、
資
金
の
調
達
投
入
を
、
第
二
期
は
三
三
年
四
月

か
ら
三
六
年
三
月
ま
で
で
、
経
営
の
回
復
と
コ
ン
ツ
品
ル
ン
形
成
に
言
及
す

る
。
第
三
期
は
三
六
年
四
月
か
ら
三
八
年
三
月
ま
で
で
、
満
織
改
組
と
銭
道
曾

祉
へ
の
改
組
を
、
第
四
期
は
三
八
年
四
月
か
ら
四
二
年
三
月
ま
で
で
、
日
本
の

市
場
が
軍
事
統
制
下
に
置
か
れ
る
な
か
で
の
減
餓
の
資
金
動
員
を
迫
う
。
最
後

の
第
五
期
は
四
三
年
四
月
か
ら
敗
戦
ま
で
で
、
解
堕
の
危
機
の
質
態
を
分
析
し

て
い
る
。
最
後
に
附
録
と
し
て
ご
九
四
五
年
一
月
の
運
賃
引
上
改
正
に
つ
い

て
」
を
論
じ
て
い
る
。
筆
者
は
第
二
期
を
経
営
の
回
復
と
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成

期
と
し
、
金
子
の
言
を
引
い
て
コ
ニ

0
年
代
の
本
格
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成

期
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
「
結
局
の
と
こ
ろ
漏
織
は
本
格
的
に
コ
ン
ツ
ナ
ル

ン
を
形
成
し
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
い
」
(
二

O
てへ

l
ジ
)
と
も
結
論
附
け

て
い
る
。
こ
の
結
論
は
、
第
二
期
を
コ
ン
ツ
ナ
ル
ン
形
成
期
と
命
名
し
た
こ
と

と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

5
「
満
洲
園
」
の
農
業
関
係
金
融
は
、
農
業
金
融
に
焦
熱
を
あ
て
て
そ
の

資
金
の
流
れ
を
分
析
す
る
。
時
期
匿
分
は
第
一
期
が
満
洲
事
幾
前
後
か
ら
一
九

三
八
年
度
ま
で
で
、
事
獲
前
に
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
官
銀
競
と
官
一
商
一
が
消
滅

し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
日
系
銀
行
が
進
出
す
る
過
程
を
追
う
。
第
二
期
は
三
九
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年
度
か
ら
四
二
年
度
ま
で
で
、
農
産
物
統
制
の
開
始
と
金
融
・
輿
農
合
作
祉
に

よ
る
統
制
を
追
う
。
第
三
期
は
四
三
年
度
か
ら
四
四
年
度
で
、
戦
時
緊
急
増
産

と
輿
農
金
庫
の
設
立
、
農
村
へ
の
行
政
力
の
浸
透
を
迫
っ
て
い
る
。

下
巻
と
い
う
べ
き
「
圃
表
編
」
に
は
一
四
九
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
図
表
が
掲
載
さ

れ
て
い
て
、
上
巻
の
記
述
を
補
完
し
て
い
る
。

以
上
、
ご
く
簡
単
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
「
満
洲
園
」
の
資
金
問
流

れ
を
分
析
す
る
と
い
う
嘗
初
の
課
題
は
、
満
洲
中
央
銀
行
、
満
業
、
満
鎖
、
農

業
機
関
な
ど
の
財
務
デ
ー
タ
を
通
じ
マ
ク
ロ
的
構
成
へ
、
と
い
う
か
た
ち
で
展

開
さ
れ
た
。
否
マ
ク
ロ
で
も
な
い
し
ミ
ク
ロ
で
も
な
い
メ
ゾ
・
ス
コ
ビ
ッ
グ
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
と
い
う

(
i
z
ベ
l
ジ
〉
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
筆
者
が

蛍
初
め
ざ
し
た
満
洲
内
で
の
「
貨
幣
の
流
れ
」
の
貧
詮
は
か
な
り
の
程
度
質
現

で
き
た
と
考
え
る
し
、
本
書
の
メ
リ
ッ
ト
は
こ
の
貼
に
凝
集
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
問
題
も
あ
る
。
「
満
洲
園
」
の
よ
う
な

E
大
日
本
企
業
と
土
着
中
園

企
業
が
分
水
嶺
を
描
い
て
日
本
支
配
全
期
を
通
じ
針
抗
し
て
い
た
世
界
を
分
析

す
る
の
に

E
大
日
本
企
業
の
ミ
ク
ロ
的
分
析
か
ら
マ
ク
ロ
的
接
近
が
出
来
る
と

考
え
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
分
か
り
ゃ
す
く
言
い
方
を
拙
変
え
れ
ば
、
日
系
E

大
企
業
を
分
析
す
る
こ
と
で
「
満
洲
園
」
の
金
融
が
理
解
で
き
る
と
考
え
て
い

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
た
し
か
に
日
系
E
大
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
分
析

は
丹
念
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
園
系
銀
行
や
金
融
機
関
の
分
析
は

「
満
洲
園
」
期
に
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
マ
ク
ロ
一
間

接
近
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
蛍
然
「
満
洲
園
」
下
の
中
園
系
金
融
機
関
の
デ

ー
タ
分
析
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
土
着
中
園
経
済
の
力
強
さ

は
、
筆
者
も
ご
存
じ
の
通
り
、
か
の
成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
第
一
次
幣
制
統
一

事
業
の
際
に
、
卒
均
回
牧
率
九
七
%
徐
を
記
録
し
た
な
か
で
、
銅
元
票
が
四
八

%
に
止
ま
っ
た
な
か
に
も
現
れ
て
い
よ
う
(
『
満
洲
中
央
銀
行
十
年
史
』
)
。
ア

ジ
ア
太
卒
洋
戦
争
末
期
に
「
満
洲
園
」
の
随
所
に
現
れ
る
「
閤
経
済
」
も
こ
の

「
園
」
に
閲
し
て
言
え
ば
、
土
着
中
園
経
済
の
カ
の
表
面
化
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
筆
者
が
「
縫
承
」
し
た
い
と
考
え
て
い
る
石
田
輿
卒
氏
の
「
石
田
モ
デ

ル
」
な
る
も
の
も
、
基
本
的
に
は

E
大
日
本
企
業
と
土
着
中
園
企
業
の
拾
抗
に

留
意
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
者
は
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
が

こ
の
「
石
田
モ
デ
ル
」
を
基
底
に
置
く
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
低
賃

設
す
べ
き
目
標
に
「
満
洲
園
」
期
の
土
着
中
園
系
企
業
分
析
が
あ
る
べ
き
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
れ
が
質
誼
不
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
筆

者
の
前
提
そ
の
も
の
、
方
法
論
・
問
題
設
定
そ
の
も
の
が
問
い
直
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
マ
ク
ロ
一
間
接
近
を
試
み
る
の
で
あ
れ

ば
、
園
家
の
金
融
政
策
、
震
替
政
策
は
嘗
然
と
し
て
も
、
財
政
政
策
、
食
糧
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
封
中
園
系
企
業
政
策
が
紹
封
的
に
必
要
と
さ
れ
よ

〉
「
ノ
。
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今
後
財
務
デ
ー
タ
を
駆
使
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
経
済
史
分
析
成
果
は

そ
の
数
を
増
そ
う
。
こ
の
結
果
、
人
、
物
、
金
を
媒
介
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

分
析
は
一
一
層
進
む
こ
と
と
な
ろ
う
。
精
級
な
分
析
そ
の
も
の
は
晶
画
然
推
し
進
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
や
や
も
す
れ
ば
歴
史
分
析
に
固
有
な
配
慮
が
薄
れ
て
い

く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
金
融
機
関
分
析
と
過

去
の
歴
史
上
の
金
融
機
関
分
析
が
同
じ
手
法
で
な
さ
れ
て
い
て
い
い
も
の
な
の

か
。
否
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
使
っ
て
も
現
在
の
分
析
と
異
な
る
歴
史
皐
固
有
の

配
慮
と
い
う
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
数
値
に
歴
史
的

意
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
そ
の
数
値
を
解
揮
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
と
い
う
問
題
に
な
ろ
う
。
ま
さ
に
園
家
の
政
策
の
組
み
込
み
方
如
何
が
重

視
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。



本
書
を
諌
ん
で
、
い
ま
一
つ
設
明
が
欲
し
か
っ
た
熱
は
、
石
田
が
作
成
し
た

「
北
痛
に
お
け
る
諸
貨
幣
流
通
の
再
生
産
的
循
環
基
本
構
園
」
と
筆
者
の
い
う

メ
ゾ
・
ス
コ
ピ
ッ
ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
が
ど
の
よ
う
な
連
関
を
有
す
る
の
か
と
い

う
酷
で
あ
る
。
石
田
の
こ
の
時
期
の
分
析
手
法
が
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
論
に
立

脚
し
た
信
用
論
、
貨
幣
論
で
あ
る
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
た
事
寅
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
俸
統
的
な
講
座
波
の
手
法
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
本
書
が
目
指
す
方
向
が
「
石
田
モ
デ
ル
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
筆
者
の
そ

れ
と
「
石
田
モ
デ
ル
」
を
ど
の
よ
う
に
方
法
論
的
に
「
縫
承
」
「
結
合
」
し
て

合
鐙
さ
せ
る
の
か
が
問
わ
れ
よ
う
。
大
胞
な
問
題
提
起
だ
け
に
そ
の
後
の
研
究

の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

A
五
剣

一
九
九
七
年
二
月
東
京
創
文
社

二
九
五
頁
+
園
表
篇
一
四
九
頁
一

0
0
0
0園

353 

北
村
第
一稔

ょ;著
代会

虫砕
き可の
ま主研
説究
し
た

大
勢

の
出
現

江

憲

治

国

第
一
次
園
共
合
作
が
縫
績
し
た
期
聞
は
、
一
九
一
一
一
一
年
に
中
園
共
産
黛
が
提

起
し
て
か
ら
、
二
四
年
の
中
園
園
民
黛
の
一
金
大
舎
で
の
正
式
成
立
を
へ
て
、

二
七
年
の
武
漢
分
共
に
至
る
五
年
ほ
ど
の
短
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
は
「
現
代
中
園
を
形
成
し
た
二
大
勢
力
」
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
「
中

園
近
現
代
史
に
決
定
的
な
影
響
を
輿
え
た
」
(
本
書
四
頁
〉
政
治
的
事
態
で
あ

る
こ
と
は
、
誰
し
も
同
意
し
よ
う
。
北
村
稔
氏
の
多
年
に
わ
た
る
研
究
が
ま
と

め
ら
れ
た
本
書
は
、
こ
の
第

一
次
園
共
合
作
の
政
治
過
程
を
中
心
と
し
た
論
文

集
で
あ
る
と
と
も
に
、
北
村
氏
が
多
く
の
意
欲
的
な
見
解
を
提
起
す
る
「
史

論
」
で
も
あ
る
。
こ
う
述
べ
る
の
は
、
氏
が
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
「
新

生
の
政
治
勢
力
が
、
嘗
時
の
政
治
問
、
社
命
間
的
朕
況
と
の
聞
に
繰
り
庚
げ
た
葛

藤
を
詳
し
く
あ
と
を
つ
け
る
」
こ
と
の
ほ
か
、
「
な
ぜ
園
共
合
作
が
園
民
篤
と
共

産
黛
に
あ
れ
ほ
ど
急
速
な
勢
力
擦
大
を
も
た
ら
し
た
の
か
」
「
園
共
合
作
に
は

ど
の
よ
う
な
矛
盾
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
か
」
「
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
に
し
て

合
作
は
破
綻
し
園
共
爾
黛
は
内
戟
を
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
題

を
提
起
し
、
以
下
の
七
章
で
こ
う
し
た
問
題
の
解
明
を
め
ざ
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
従
来
の
中
園
や
蓋
湾
の
研
究
の
政
治
的
傾
向
を
批
判
し
、
こ
れ
に

氏
の
「
寅
鐙
的
研
究
」
を
劉
置
す
る
こ
と
も
、
本
書
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
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